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　【2】パーリのみの聖典資料

［1］女性の８つの義務

　AN.
 008-005-047（vol.Ⅳ　 
 p.267,ll.2~7）： ekaM samayaM bhagavA sAvatthiyaM 

viharati pubbArAme migAramAtu pAsAde. atha kho visAkhA migAramAtA [yena 

bhagavA tenF upasaGkami; upasaGkamitvA bhagavantaM abhivAdetvA ekamantaM 

nisIdi.] ekamantaM nisinnaM kho visAkhA migAramAtaraM bhagavA etad avoca 

“aTThahi kho visAkhe dhammehi samannAgato mAtugAmo kAyassa bhedA parammaraNA 

manApakAyikAnaM devAnaM sahavyataM upapajjati. katamehi aTThahi?......　

　　ある時、世尊は舎衛城の東園鹿子母講堂に住しておられた。その時、ヴィサーカー・ミ

ガーラマーターは〔世尊のもとに近づいた。近づいてから世尊を礼拝して一方に坐った。〕

一方に坐ったヴィサーカー・ミガーラマーターに世尊は「ヴィサーカーよ、８法を具えた

女性は身体の破壊、死の後、死より可意衆天の仲間に生まれる。如何なる８〔法〕か？」

① ②（以下、　夫より早く起きて夫の後に寝るなどしてよく仕える。　夫が大切にしている父

③母、沙門・バラモンなどを敬い、来訪時にはきちんともてなす。　家事に勤しみ、きちん

④ ⑤ ⑥と行う。　家の使用人の世話と管理をきちんと行う。　財産の管理をする。　仏法僧への

⑦ ⑧帰依。　五戒を守る。　布施を行うというこれらの８つの義務（８法）を具えた女性は死

後、可意衆天に生まれると説かれる。）

［2］女性の４つの義務

　AN. 008-005-049（vol.Ⅳ　
p.269,ll.15~22）：ekaM samayaM bhagavA sAvatthiyaM 

viharati pubbArAme migAramAtupAsAde. atha kho visAkhA migAramAtA yena bhagavA 

tenF upasaGkami, upasaGkamitvA [bhagavantaM abhivAdetvA ekamantaM nisIdi.] 

ekamantaM nisinnaM kho visAkhaM migAramAtaraM bhagavA etad avoca: “catUhi kho 
visAkhe dhammehi samannAgato mAtugAmo idhalokavijayAya paTipanno hoti, ayaM sa 

loko Araddho hoti. katamehi catUhi?......　

　　ある時、世尊は舎衛城の東園鹿子母講堂に住しておられた。その時、ヴィサーカー・ミ

ガーラマーターは世尊のもとに近づいた。近づいてから〔世尊を礼拝して一方に坐った。〕

一方に坐ったヴィサーカー・ミガーラマーターに世尊は「ヴィサーカーよ、４法を具えた

女性はこの世の征服を目指して、彼女はこの世を獲得する。如何なる４〔法〕か？」（以

① ② ③ ④下、　しっかりと家事をこなし、　使用人を親切に扱い、　夫の意にかない、　財産を管

① ② ③ ④理するの４法を具えればこの世を獲得し、　信具足、　戒具足、　捨具足、　慧具足の４

法を具えればあの世を獲得すると説かれる。）

［3］優婆夷のリストの中に

　AN. 008-091（vol.Ⅳ　 
 p.347,l.20~ p.348.l.4）： bojjhA, sirimA, padumA, sudhanA, 

manujA, uttarA, muttA, khemA, somA, rUpI, cundI, bimbI, sumanA, [348] mallikA,
tissA, 

tissAya mAtA, soNA, soNAya mAtA, kANA, kANAya mAtA uttarA nandamAtA, visAkhA 
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migAramAtA, khujjuttarA upAsikA, sAmavatI upAsikA, suppavAsA koLiyadhItA, suppiyA 

upAsikA, nakulamAtA gahapatAnI ti.　

　　それからボッジャー、シリマー、パドゥマー、スダナー、マヌジャー、ウッタラー、ムッ

ター、ケーマー、ソーマー、ルピー、チュンディー、ビンビー、スマナー、マッリカー、

ティッサー、ティッサーの母、ソーナー、ソーナーの母、カーナー、カーナーの母、ウッ

タラー・ナンダマーター、ヴィサーカー・ミガーラマーター、クッジュッタラー優婆夷、

サーマヴァティー優婆夷、スッパヴァーサー・コーリヤディーター、スッピヤー優婆夷、

ナクラマーター居士婦というこれらは（1）。

（1）このリストは何のリストであるか、不明である。【4】-［4-1］を参照。

［4］コーサラ王パセーナディへの不満

　 UdAna 002-009（ p.18,ll.5 ~ 18 ） ： evaM me sutaM. ekaM samayaM bhagavA 

sAvatthiyaM viharati pubbArAme migAramAtu pAsAde. tena kho pana samayena 

visAkhAya migAramAtuyA kocid eva attho raJJe pasenadimhi kosale paTibandho hoti. 

taM rAjA pasenadi kosalo na yathAdhippAyaM tIreti. atha kho visAkhA migAramAtA 

divAdivase yeva yena bhagavA tenF upasaGkami, upasaGkamitvA bhagavantaM 

abhivAdetvA ekamantaM nisIdi, ekamantaM nisinnaM kho visAkhaM migAramAtaraM 

bhagavA etad avoca: “handa kuto nu tvaM visAkhe Agacchasi divAdivassA” ti.
　　このように私は聞いた。ある時、世尊は舎衛城の〔東園〕鹿子母講堂に住しておられた。

その時、ヴィサーカー・ミガーラマーターにコーサラ王パセーナディに関わるある用事が

できた（1）。その件をコーサラ王パセーナディは〔彼女の〕望むようにしてくれなかった。

そこで、ヴィサーカー・ミガーラマーターは真昼に世尊のもとに近づいた。近づいてから

世尊を礼拝して一方に坐った。一方に坐ったヴィサーカー・ミガーラマーターに世尊は

「やあ、ヴィサーカーよ。あなたはどうして真昼に来たのか？」と問うた。

（1）用事の内容については【4】の［1-6］を参照。

　　“idha me bhante kocid eva attho [raJJe pasenadimhi kosale paTibandho hoti. taM 

rAjA pasenadi kosalo na yathAdhippAyaM] tIretI” ti(1). atha kho bhagavA etam atthaM 

viditvA tAyaM velAyaM imAM udAnaM udAnesi:

　　“sabbaM paravasaM dukkhaM, sabbaM issariyaM sukhaM,

　　sAdhAraNe vihaJJanti, yogA hi duratikkamA” ti.　
（1）底本の tIreti
は、ビルマ版によって tIretI ti と訂正する。

　　〔ヴィサーカーは〕「大徳よ、私にコーサラ王パセーナディに関わる用事ができました。

けれどもコーサラ王パセーナディはそれを私の望むようにしてくれませんでした。そこで、

世尊はその顛末を知って、その時にこの感興語を発した。

　「被支配は全て苦であり、支配は全て楽である。共同で事にあたれば悩みがつきものであ

る。なぜなら諸々の束縛は越え難いものであるから。」

［5］ヴィサーカーの孫娘の死＊
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　　　＊【4】の［7］参照

　UdAna 008-008（p.91,ll.12~p.92,l.23）：evam me sutaM. ekaM samayaM bhagavA 

sAvatthiyaM viharati pubbArAme migAramAtu pAsAde. tena kho pana samayena 

visAkhAya migAramAtuyA nattA kAlaGkatA hoti piyA manApA. atha kho visAkhA 

migAramAtA allavatthA allakesA divAdivassa yena bhagavA tenF 

upasaGkami, upasaGkamitvA bhagavantaM abhivAdetvA ekamantaM nisIdi, ekamantaM 

nisinnaM kho visAkhaM migAramAtaraM bhagavA etad avoca: “handa kuto nu tvaM 

visAkhe Agacchasi allavatthA allakesA idhF upasaGkantA divAdivassA” ti? “nattA me 

bhante piyA manApA kAlaGkatA, tenF AhaM allavatthA allakesA idhF upasaGkantA 

divAdivassA” ti.　
　　このように私は聞いた。ある時、世尊は舎衛城の東園鹿子母講堂に住しておられた。そ

の時、ヴィサーカー・ミガーラマーターの可愛がっていたお気に入りの孫娘が亡くなった。

その時、ヴィサーカー・ミガーラマーターは、衣服を濡らし、髪を濡らして（1）、真昼に

（2）、世尊のもとに近づいた。近づいてから世尊を礼拝して一方に坐った。一方に坐った

ヴィサーカー・ミガーラマーターに、世尊は「やあ、ヴィサーカーよ。どうしてあなたは

ここに衣服を濡らし、髪を濡らして近づいて、真昼にやってきたのか」と問うた。「大徳

よ、私の可愛がっていたお気に入りの孫が死にました。それゆえ真昼にここに衣服を濡ら

し、髪を濡らして近づいたのです」と〔答えた〕。

（1）葬儀の後の沐浴のようなものである。

（2）これは相応しくない時間である。

　　 “iccheyyAsi tvaM visAkhe yAvatikA sAvatthiyA manussA tAvatike putte ca nattAro 

cA” ti. “iccheyyF AhaM bhagavA yAvatikA manussA tAvatike putte ca nattAro cA” ti. 
“kIva bahukA pana visAkhe sAvatthiyA manussA devasikaM kAlaGkarontI” ti. “dasa pi 
bhante sAvatthiyA manussA devasikaM kAlaGkaronti, nava pi ...... kAlaGkaronti, aTTha 

pi ......, satta pi ......, cha pi ......, paJca pi ......, cattAri pi ......, tINi pi ......, dve pi .

....., eko pi bhante sAvatthiyA manusso devasikaM kAlaGkaroti. avivittA pi bhante 

sAvatthiyA manussehi kAlaGkarontehI” ti. “taM kiM maJJasi visAkhe. api nu tvaM 

kadAci karahaci anallavatthA vA bhaveyyAsi anallakesA vA” ti. “no hF etaM [92] 

bhante. alaM me bhante tAva bahukehi puttehi ca nattArehi cA” ti.　
　　〔世尊が〕「ヴィサーカーよ、あなたは舎衛城の人々と同じ数の子や孫が欲しいか」と

〔問うと、ヴィサーカーは〕「世尊よ、私は舎衛城の人々と同じ数の子や孫が欲しいです」

「ヴィサーカーよ、一日にどれほど多くの舎衛城の人々が亡くなるであろうか」「大徳よ、

10人の舎衛城の人々がいっぺんに亡くなることもあります。９人がいっぺんに亡くなる

こともあります。８人が、７人が、６人が、５人が、４人が、３人が、２人が一緒に亡く

なることもあります。〔少なくとも〕１人は、舎衛城の人が日ごと亡くなっています。大

徳よ、舎衛城で人の亡くなることに間隙はありません」と〔答えた。すると世尊は〕「ヴィ

サーカーよ、あなたはこれをどう思うか。〔もし舎衛城の人口ほどの子供や孫があったら〕

あなたが衣を濡らさない、または、髪を濡らさない時・場所があるだろうか」〔と言われ

た。ヴィサーカーは〕「けっしてそれはありません。大徳よ、それほど多くの子や孫は私
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はけっこうです」と〔答えた〕。

　　 “yesaM kho visAkhe sataM piyAni sataM tesaM dukkhAni, yesaM navuti piyAni 

navuti tesaM dukkhAni, yesaM asIti piyAni asIti tesaM dukkhAni, yesaM sattati 

piyAni sattati tesaM dukkhAni, yesaM saTThi piyAni saTThi tesaM dukkhAni, yesaM 

paJJAsaM piyAni paJJAsaM tesaM dukkhAni, yesaM cattArIsaM piyAni cattArIsaM 

tesaM dukkhAni, yesaM tIsaM piyAni tIsaM tesaM dukkhAni, yesaM vIsati piyAni 

vIsati tesaM dukkhAni, yesaM dasa piyAni dasa tesaM dukkhAni, yesaM nava piyAni 

nava tesaM dukkhAni, yesaM aTTha piyAni aTTha tesaM dukkhAni, yesaM satta piyAni 

satta tesaM dukkhAni, yesaM cha piyAni cha tesaM dukkhAni, yesaM paJca piyAni 

paJca tesaM dukkhAni, yesaM cattAri piyAni cattAri tesaM dukkhAni, yesaM tINi 

piyAni tINi tesaM dukkhAni, yesaM dve piyAni dve tesaM dukkhAni, yesaM ekaM 

piyaM ekaM tesaM dukkhaM, yesaM nF atthi piyaM nF atthi tesaM dukkhaM. asokA 

te virajA anupAyAsA ti vadAmI” ti.　
　　〔世尊は〕「ヴィサーカーよ、100の愛しいものがあれば 100の苦がある。90の愛し

いものがあれば90の苦がある。80の愛しいものがあれば80の苦がある。……（中略）

……10の愛しいものがあれば10の苦がある。９の愛しいものがあれば９の苦がある。…

…（中略）……２の愛しいものがあれば２の苦がある。１の愛しいものがあれば１の苦が

ある。愛しいものがない者には苦がない。彼ら〔愛しいものがない者たち〕は無憂の者、

離塵の者、無悩の者であると私は説く」と〔説かれた〕。

　　　ye keci sokA paridevitA vA dukkhA ca lokasmiM anekarUpA;

　　　piyaM paTicca bhavanti ete, piye asante na bhavanti ete.

　　　tasmA hi te sukhino vItasokA yesaM piyaM nF atthi kuhiJci loke;

　　　tasmA asokaM virajaM patthayAno, piyaM na kayirAtha kuhiJci loke ti.　

　　　「ありとあらゆる憂いや悲しみ、この世には多種多様の苦しみがある。それらは愛し

いものを縁としてある。愛しいものがなければそれらはない。それゆえ、世においてど

こにも愛しいものがない人は幸せであり、無憂である。それゆえ、無憂、離塵を願って

いる者は、世においてどこにも愛しいものを作ってはならない」。

　

［6］ヴィサーカーの死後

　VimAnavatthu（p.63,ll.22~29）：yA sA ahu mayha sakhI bhadante

saGghassa kAresi mahAvihAraM

viJJAtadhammA sA adAsi dAnaM

upapannA nimmAnaratIsu devesu.

pajApatI tassa sunimmitassa

acintiyo kammavipAka tassA

yam etaM pucchasi kuhiM upapannA sA

tan te viyAkAsim anaJJathA ahan ti.　
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　　（精舎天宮に住む女神は、生前に彼女の「舎衛城の友人」が大精舎を建立したのを見て

随喜した結果として死後、天に生まれた。目連がその女神に、精舎を建立した「舎衛城の

友人」は死後、どこに生まれたかと訊ねる。その答えとして）「大徳（目連）よ、私の女

ともだち（ヴィサーカー）は、サンガのために大精舎を作らせました。法を了知した彼女

は、布施を施して化楽天に生まれました。妙化天の夫人になった彼女の業の異熟は不可思

議です。貴方が『彼女はどこに生まれたか』と訊ねましたので、私はそれを間違いなく貴

方に記別しました」（1）。

（1）精舎天宮（vihAravimAna）に住む女神の生前の舎衛城の女ともだちの名前はここには挙が

らない。註釈によってヴィサーカーであることが示される。【4】-［1-7］参照。

　

［7］ヴィサーカーの前生

　 ApadAna（ vol.II
 pp.
 546,
 554,
 558,
 561,
 565,
 568 ） ： samaNI samaNaguttA ca 

bhikkhunI bhikkhadAyikA;

　dhammA cF eva sudhammA ca sattamI saGghadAyikA.

　ahaM uppalavaNNA ca, paTAcArA ca kuNDalA;

　kisAgotamI dhammadinnA, visAkhA hoti sattamI.　

　　（カッサパ仏の時代にキキ王の娘として生まれ合わせたケーマー、ウッパラヴァンナー、

パターチャーラー、バッダー・クンダラケーサー、キサーゴータミー、ダンマディンナー

のアパダーナに同様の偈が出る。該当者が自身の名を「私」と換えるのみで他に違いはな

い。ケーマーのアパダーナでは）

　　「サマニー、サマナグッター、ビックニー、ビッカダーイカー、ダンマー、スダンマー、

第７がサンガダーイカー。」

　　「私（ケーマー）、ウッパラヴァンナー、パターチャーラー、〔バッダー・〕クンダラー

〔ケーサー〕、キサーゴータミー、ダンマディンナー、ヴィサーカーは第７。」

（1）なおこれらはすべて TherIgAthA-A.（ed. by William Pruitt, p.017, 101, 111, 125, 174, 
185）に引用される。

［8］ヴィサーカーの孫が雨安居時に出家を請う

　 Vinaya Vassupa- nAyikakkhandhaka（ vol.Ⅰ　 
 p.153,ll.6~ 23）： tena kho pana 

samayena sAvatthiyA saMghena kAtikA katA hoti “antarA vassaM na pabbAjetabban” 
ti. visAkhAya migAramAtuyA nattA bhikkhU upasaMkamitvA pabbajjaM yAci. bhikkhU 

evaM AhaMsu: “saMghena kho Avuso katikA katA ‘antarA vassaM na pabbAjetabban’ 
ti, Agamehi Avuso yAva bhikkhU vassaM vasanti, vassaM vutthA pabbAjessantI” ti. 
atha kho te bhikkhU vassaM vutthA visAkhAya migAramAtuyA nattAraM etad avocuM: 

“ehi dAni Avuso pabbajAhI” ti. so evaM Aha: “sacF AhaM bhante pabbajito assaM, 

abhirameyyAmF AhaM, na dAnF AhaM bhante pabbajissAmI” ti.　
　　その時、舎衛城のサンガが「雨安居の間は出家させてはならない」との規約を定めた。

ヴィサーカー・ミガーラマーターの孫が諸比丘に近づき、出家を願った。諸比丘は「友よ、

サンガが『雨安居の間は出家させてはならない』との規約を定めたので、友よ、諸比丘が
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雨安居を過ごしている間は待ってください。雨安居を終えたら出家させましょう」と言っ

た。それから彼ら諸比丘は雨安居を終えてから、ヴィサーカー・ミガーラマーターの孫に

「来なさい、友よ。今、出家しなさい」と言った。孫は「大徳よ、もし私が〔すでに〕出

家していれば、私は〔今〕大喜びしていたでしょうが、大徳よ、私は、今は出家しません」

と言った。

　　 visAkhA migAramAtA ujjhAyati khIyati vipAceti: “kathaJ hi nAma ayyA evarUpaM 

katikaM karissanti ‘na antarA vassaM pabbAjetabban’ ti, kaM kAlaM dhammo na 

caritabbo” ti. assosuM kho bhikkhU visAkhAya migAramAtuyA ujjhAyantiyA khIyantiyA 

vipAcentiyA. atha kho te bhikkhU bhagavato etam atthaM ArocesuM. “na bhikkhave 
evarUpA katikA kAtabbA ‘antarA vassaM na pabbAjetabban’ ti. yo kareyya, Apatti 

dukkaTassA” ti.　
　　ヴィサーカー・ミガーラマーターは軽蔑し、嫌って、そしった。「どうして聖者たちは

『雨安居の間は出家させてはならない』などと規約を定めたのでしょう。法を行ってはな

らない時などありましょうか？」と。諸比丘はヴィサーカー・ミガーラマーターが軽蔑し、

嫌って、そしるのを聞いた。そこで彼ら諸比丘は世尊にこの件を告げた。〔世尊は〕「諸

比丘よ、『雨安居の間は出家させてはならない』などと規約を定めてはならない。もしな

せば悪作の罪である」。

　

［9］拭面布の使用の許可

　Vinaya CIvarakkhandhaka（vol.Ⅰ　
p.296,ll.7~20）：atha kho visAkhA migAramAtA 

mukhapuJchanacolakaM AdAya yena bhagavA tenF upasaMkami, upasaMkamitvA 

bhagavantaM abhivAdetvA ekamantaM nisIdi, ekamantaM nisinnA kho visAkhA 

migAramAtA bhagavantaM etad avoca: “paTigaNhAtu me bhante bhagavA 

mukhapuJchanacolakaM yaM mama assa dIgharattaM hitAya sukhAyA” ti. paTiggahesi 
bhagavA mukhapuJchanacolakaM. atha kho bhagavA visAkhaM migAramAtaraM 

dhammiyA kathAya sandassesi [samAdapesi samuttejesi] sampahaMsesi. atha kho 

visAkhA migAramAtA bhagavatA dhammiyA kathAya sandassitA [samAdapitA 

samuttejitA] sampahaMsitA uTThAyAsanA bhagavantaM abhivAdetvA padakkhiNaM 

katvA pakkAmi. atha kho bhagavA etasmiM nidAne dhammikathaM katvA bhikkhU 

Amantesi: “anujAnAmi bhikkhave mukhapuJchanacolakan” ti.　
　　その時、ヴィサーカー・ミガーラマーターは拭面布を持って、世尊のもとに近づいた。

近づいてから、世尊を礼拝して一方に坐った。一方に坐ったヴィサーカー・ミガーラマー

ターは世尊に「大徳よ、世尊は私から拭面布をお受けください。それは長時にわたって私

に利益・安楽をもたらしましょう」と言った。世尊は拭面布を受けられた。それから世尊

はヴィサーカー・ミガーラマーターを、法話をもって教示し、〔導き、励まし、〕喜ばせ

た。そこでヴィサーカー・ミガーラマーターは世尊に法話をもって教示され、〔導かれ、

励まされ、〕喜ばされて、座より立って、世尊を礼拝し、右繞してから去った。それから

世尊はこれを因として法話をされ、諸比丘たちに「比丘らよ、拭面布を許す」と呼びかけ

【2】パーリのみの聖典資料



た。

［10］高楼の受用の許可

　Vinaya SenAsanakkhandhaka（vol.Ⅱ　 
p.169,l.24~29）： tena kho pana samayena 

visAkhA migAramAtA saMghassa atthAya sAlindaM pAsAdaM kArApetukAmA hoti 

hatthinakhakaM. atha kho bhikkhUnaM etad ahosi: “kin nu kho bhagavatA 

pAsAdaparibhogo anuJJAto kiM ananuJJAto” ti. bhagavato etam atthaM ArocesuM. 

“anujAnAmi bhikkhave sabbaM pAsAdaparibhogan” ti.　
　　その時、ヴィサーカー・ミガーラマーターはサンガのために、ベランダを具えた高楼と

柱頭に象の首の意匠をこらした小塔を作らせようとした。その時、諸比丘に「はたして世

尊は高楼の受用を許されるだろうか、それとも許されないだろうか」との思いが生じた。

〔彼らが〕世尊にこの件を告げると〔世尊は〕「比丘らよ、いかなる高楼の受用も許す」

と〔言った〕。

【2】パーリのみの聖典資料


